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~Ijjl=$ 環境を考える⑦【この場所、どこだかわかりますか?】

肱北保育所近くのこの場所は、以前からごみの不法投棄が問題となっていたところO どこからともなく持ち込

まれるごみに悩まされていましたが、この度、地元の皆さんのご努力により、別の場所に新たなごみステーシヨ

ンが設置されたことから、ごみを置かない-置かせない場所へと生まれ変わったものです。跡地には、小さな花

壇も設けられ、気持ちよく通れるようになりました。

ごみは、正しく 6種分別し、必す指定袋で出すこと。そして、決められたごみの日の朝、自分の地区のごみス

テーシヨンに出すのがルールです。住みよい環境づくりのために、ご協力をお願いします。

今月号のみどころ

06月定例市議会....・H ・..…H ・H ・..……P2 

0新大洲市行政改革大綱を策定...・H ・..p3 

0観光ナシ園オープン・H ・H ・..…...・H ・..p4 

0戦没者等の遺族の方々 へ…....・H ・-…P5 

0募金活動を本格的に始動します

(かわら版復元大洲城) ...・H ・..p6 ~ 7 

今月の納税は

市県民税 2期

納期は 8月31日です

市民の動き

平成11年6月30日現在

人口 39，351人 ( +25) 

男 18，790人 。(+23) 

女 20，561人(+2) 

世帯数 14，344世帯 (+ 16) 

面 積 240.99平方キロメ トル
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道路網整備を重点に
6月定例市議会は、 6月8日から22日までの15日

間の会期で開催されました。 予算関係

その他2

今議会では、

8件、条例関係6件、議員提出案件 1件、

件が提出され、審議されました。

提
案
理
由
の
説
明

夢
の
架
け
橋
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
三
番
目
の
本

州
四
国
連
絡
橋
(
瀬
戸
内
し
ま
な
み

街
道
)
が
全
線
開
通
し
、
児
島

・
坂

出
ル
l
ト
、
神
戸
・
鳴
門
ル
l
ト
と

と
も
に
瀬
戸
内
に
三
橋
時
代
が
到
来

い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
た
な
広

域
交
流
圏
の
形
成
が
図
ら
れ
た
こ
と

で
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
産
業

の
活
性
化
や
観
光
振
興
、
文
化
交
流

な
ど
四
国
の
新
た
な
発
展
の
基
礎
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
る
い
話
題
の
一
方
で

は
、
企
業
の
拠
点
統
廃
合
や
地
域
間

競
争
の
加
速
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
急

激
な
構
造
変
化
の
中
、
新
た
な
市
民

一一
1
ズ
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題

が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、

本
市
が
中
核
都
市
と
し
て
発
展
を
為

し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
第
四
次
総
合

計
画
「
き
ら
め
き
大
洲
幻
」
に
掲
げ

る
都
市
像
の
創
造
と
と
も
に
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
心
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
、
明
る
く
豊
か
な
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
寺
つ
く
り
に
、
今
後
さ
ら
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
地
方
財
政
は
、
景

気
低
迷
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
地
方

税
収
や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る

国
税
五
税
が
伸
び
悩
み
、
さ
ら
な
る

財
源
確
保
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
市
財
政
に
お
き
ま
し
で
も
、
税

収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
政
経

費
の
創
意
工
夫
・
合
理
化
と
と
も
に
、

事
務
改
善
に
よ
る
効
率
化
、
経
常
経

費
の
見
直
し
に
よ

っ
て
健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
、
事
業
の
進
展
を
図

っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
事
業
推
進
を
図
り
、
計
画
段

階
の
施
策
に
つ
き
ま
し
で
も
、
特
定

財
源
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
実
施
に

向
け
て
の
最
善
の
方
策
を
見
い
だ
す

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計

十
三
億
九
千
九
百
四
十

六
万
九
千
円

五
百
八
十
五
万
千
円
の

減
額
一
億
千
八
万
五
千
円

十
五
億
三
百
七
十
万
三

千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

二
百
九
十
三
億
七
千
六
十
三
万
四
千

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
二
・

三
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

企
業
会
計

合

計

自室

A-
一品

計

今
回
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
五
十
億
五
千
百
五
十
四
万

五
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
五
億
七
千
四
百
六
十

一
万
八

千
円
(
三

・
七
%
)
減
少
し
ま
し
た
。
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総 務 費
0安曇川町との姉妹都市提携父流事業費 200万円
0コミュニティ集会所整備事業費(下町 1区) 2，426万円
。 「ケーブルネットワーク酉瀬戸j出資金 70万円
0地方拠点都市基盤整備事業費 2，400万円

民 生 費
o短期保護事業(ショートスァイ)委託料追加 306万円
O介護保険事業費追加 181万円
0特別養護老人ホーム「とみす寮」移転改築事業
負担金追加 1，000万円

衛 生 費
0斎場建設関連事業費 567万円
。不燃物埋立地整備費 520万円
o合併処理浄化槽設置整備事業補助金追加 480万円

農林水産業費
0いきいき大洲農業農村活性化事業補助金 120万円
0農林道維持管理に伴う修繕料追加 50万円
0新山村振興等農林漁業特別対策事業費追加 3，225万円
。市単独土地改良事業補助金追加 268万円

商 工 費
。中心市街地活性化基本計画策定事業費追加 740万円
o肱北地区商底街調査計画策定事業補助金 38万円
0商業近代化推進事業補助金 1，200万円

補正した主な事業費
土 木 費

o公営住宅整備事業費追加 800万円
。固補・地方特定道路改良事業費
(田口徳森線・大洲徳森線) 2億7，788万円
。県単補助道路整備事業費
(矢の口線・粟島坊屋敷線・長省梅川線) 1億8，101万円
o県地域環境整備事業費(梶屋省線ほか 6路線) 1億円
0市単独道路改良事業費 9，400万円
。市道維持管理費 2，000万円
o道路台帳整備費 1，200万円
0がけくずれ防災対策事業費 8，270万円
0市単独都市下水路整備事業費 500万円
o肱川地区排水施設整備事業費 1億4，112万円
o地方道路整備事業費
(若宮天満線・大洲駅前徳森線) 1億9，623万円

消 防 費
o大洲市防災センター整備事業費 11意4，692万円
0消防設備整備事業費 2，442万円

教 育 費
0不登校児童生徒の適応指導総合調査研究事業費 75万円
0自然教室推進事業費 585万円

《一般会計》

今議会での議決事項など、詳しくは「おおず市議会だ

よりNo.24Jをご覧 ください。
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活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

ま
ち
舟
つ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
|

新
大
綱
は
、
地
方
分
権

(地
方
自
立
)
の
時
代
に
合
っ
た
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
第
四
次
総
合
計
画

(後
期
計
画
)
の
実
現
に
向
け
て
、
主
体
的

・
自
主
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
平
成
八
年
二
月
に

大
洲
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し、

行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
民
間
委
託
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
二

0
0
0

年
に
は
地
方
分
権
と

い
う
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ら

に
市
の
体
質
を
強
化
し
て
、

活
力
に

満
ち
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
新
し
い
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
十

一

年
三
月
、
市
民
の
代
表
者
九
人
で
構

成
す
る

『大
洲
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
』
に
大
綱
の
見
直
し
に
つ
い
て

諮
問
し
、
同
年
五
月
答
申
を
得
ま
し

た
。こ
の
新
大
綱
は
、
平
成
十

一
年
度

か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
対

象
と
し
、
そ
の
間
に
次
の
八
つ
の
柱

に
そ
っ
て
改
革
を
推
進
す
る
も
の
で
、

今
回
新
た
に
、
改
革
の
目
標
を
数
値
で

具
体
的
に
示
し
た
事
項
も
あ
り
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し

V
第
四
次
総
合
計
画
実
現
の
た
め
の

重
点
的
事
業
の
展
開

第
四
次
総
合
計
画

(後
期
計
画
)

の
実
現
に
向
け
て
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
な
ど
、
重
点
的
な
事
業

展
開
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
を
進

め
ま
す
。

V
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実

自
然

・
文
化

・
歴
史
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
た
独
自
性
の
高
い
イ
ベ
ン

ト
、
魅
力
の
あ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
や
広
報
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
刊

行
物
や
公
共
施
設
、
個
性
的
な
事
業

の
企
画
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
効
率
的

な
施
設
運
営
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す。V
委
託
事
業
、
補
助
金
等
の
見
直
し

委
託
事
業
や
補
助
金
、
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
の
見
直
し
の
方
針
を
定

め
、
優
先
順
位
を
つ
け、

事
業
目
的

を
達
成
し
た
も
の
、

事
業
効
果
の
あ

が
ら
な
い
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

カ
ッ
ト
し
ま
す
。

【
補
助
金
等
整
理
の
数
値
目
標
】

市
単
独
補
助
金
に
つ

い
て
、

現
行

の
5
%
を
削
減
。
補
助
金
は
、
補
助

金
等
評
価
委
員
会

(仮
称
)
で
行
政

効
果
な
ど
を
精
査
し
、
適
正
な
執
行

に
努
め
ま
す
。

V

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
と
事
務
事
業

の
見
直
し
の
推
進

会
議

・
書
類
な
ど
不
要
不
急
の
仕

事
の
削
減
、
経
費
節
減
、
予
算
消
化

的
事
業
の
カ

ッ
ト
な
ど
に
よ
り、

事

務
事
業
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

【食
糧
費
削
減
の
数
値
目
標
】

平
成
十
年
度
予
算
の
叩
%
以
上

【公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
の
数
値
目

標
】
叩
%
以
上

V
国

・
県
手
続
き
事
務
の
簡
素
化
の

要
請

②
時
代
に
対
応
し
た
組
織
・

機
構
の
見
直
し

V
組
織
・
機
構
の
見
直
し

時
代
状
況
に
対
応
し
、
部

・
課

・

係
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
複
数

の
課

・
係
に
ま
た
が
る
事
業
や
類
似

し
た
事
務
事
業
の
整
理
、
行
政
ニ
ー

ズ
が
減
っ
て
き
て
い
る
課

・
係
の
整

理

・
統
合
を
進
め
ま
す
。

V
自
主
防
災
体
制
の
組
織
化
と
連
携

体
制
の
整
備

③
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

の
推
進

V
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機

構
の
簡
素
合
理
化
な
ど
に
努
め
る
と

と
も
に
、
職
員
研
修
等
に
よ
る
職
員

の
能
力
の
向
上
、
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
り
、
適
正
な
定
員
管
理
を
進

め
ま
す
。

【定
員
適
正
化
の
数
値
目
標
】

平
成
十
年
四
月

一
日
現
在
の

一
般

行
政
及
び
特
別
行
政
部
門
職
員
数
の

2

%
を
削
減
し
ま
す
。

V
給
与
の
適
正
化
の
推
進

④
人
材
育
成

V
自
ら
考
え
、
自
ら
実
行
す
る
職
員

の
育
成

V
サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
と
効
率
的

・

効
果
的
行
政
運
営
の
確
立

他
国
体
と
の
人
事
交
流
な
ど
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

⑤
行
政
の
情
報
化
の
推
進

パ
ソ

コ
ン
な
ど

O
A
機
器
の
計
画

的
な
導
入
、
電
算
化
の
推
進
に
よ
り
、

事
務
処
理
の
高
度
化
、
効
率
化
を
図

る
と
と
も
に
、
広
報
の
充
実

・
強
化、

行
政
情
報
化
の
推
進
、
情
報
公
開
制

度
の
検
討
を
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
市
民
参
加
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

⑥
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

V
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

住
民
ニ

l
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

行
政
を
目
指
し
ま
す
。

V
市
民
参
加
の
機
会
の
拡
大

各
種
委
員
会

・
審
議
会
な
ど
の
委

員
は
、
幅
広
い
分
野
か
ら
人
選
し
、市

民
参
加
の
機
会
を
広
げ
ま
す
。

【
女
性
起
用
率
の
目
標
】

平
成
十
五
年
度
末
ま
で
に
初

%

V
住
民
参
加
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
⑦
公
共
施
設
の
充
実

V
公
共
施
設
の
整
備
・
充
実

公
共
施
設
の
整
備
・

充
実
を
図
り
、

管
理

・
運
営
へ
の
市
民
参
加
を
促
進

し
ま
す。

V
既
存
公
共
施
設
の
維
持
・
補
修
・

リ
ニ
ュ
l
ア
ル
、
管
理
体
制
の
確

立
⑨
広
域
的
取
り
組
み
の
推
進

住
民
の
生
活
圏
の
拡
大
、
地
域
間

競
争
の
時
代
に
対
応
し
、
広
域
市
町

村
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

3 
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おいじい，.

今
年
も
、
お
い
し
い
梨
の
食
べ
ら

托
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

Et
日
帰

臨
光
梨
園
は
八
月
七
日
目

に
、
井
野
観
光
梨
園
は
八
月
十
一
日

闘
に
オ
ー
プ
ン
し
、
九
月
下
旬
ま
で

開
園
し
て
い
ま
す
。

大
洲
の
豊
か
な
土
壌
に
育
ま
れ
た

良
質
の
梨

Y
F
i
J
ん
実
を
つ
け
て

い
ま
す
。
す
下
た
て
の
味
は
、
ま
た

格
別
/
哲
ひ
、
ご
家
族
連
れ
で
お
出

ト
け
く
だ
さ
い
。

+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
村

大
洲
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
推

村

進
協
議
会
で
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ア

村

グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
す
。
農

咋

業
に
携
わ
っ
て
い
る
女
性
な
ら
、
ど

ゆ

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

。中

あ
な
た
も
、
お
友
達
と

一
緒
に
参

+

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

や

【
開
催
時
期
}

↑

9
月
か
ら

2
月
ま
で
の
各
月
1
田

村

{
開
催
内
容
}
(
予
定
)

村

・
9
月

料

開
講
式
愛
媛
大
学
長
野
教
授

村

と
の
フ
リ
l
ト
l
ク

村

-
m月

村

野
菜
栽
培
に
お
け
る
農
業
機
械

特

に
つ
い
て
(
ビ
デ
オ
学
習
と
機

付

械
を
使
っ
て
)

ご
の
瀬
観
光
梨
園
}

村

・
日
月

V
場
所
大
洲
市
上
須
戒
(
一
の
瀬

村

松
野
町
虹
の
森
公
園
の
産
直
市

梨
団
地
)

咋

視
察
と
押
し
花
づ
く
り

V
開
園
時
間
九
時
j
十
七
時

+

・
ロ
月

V
問
い
合
わ
せ
先

中

J
A
愛
媛
た
い
き
農
協
上
須
戒
支

+

所

宮

@
0
0
2
ー
や

{
幸
野
観
光
梨
園
}

桝

V
場
所
大
洲
市
松
尾
(
幸
野
観
光

村

梨
園
)

村

V
開
園
時
間
九
時
j
十
七
時

村

V
問
い
合
わ
せ
先

村

幸
野
観
光
梨
園
宮
@
7
6
6
5
村

〈
総
合
案
内
〉

村

商

工

観

光

課

宮

@
2
1
1
1

村

(
内
線
2
2
3
)・
村

4 

サ|農婁i 

ンの
シ，
ヤ』
ィと
ン楽

JIIま J

望芝
|か

ありガ、とうございました

緑の募金

大
洲
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

よ
う
/
(
料
理
実
習
)

・
1
月パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
/

.
2
月間
講
式
久
万
町
在
住
の

I
タ
ー

ン
農
家
甲
斐
先
生
の
講
演

{
開
催
場
所
}

J
A
愛
媛
た
い
き
農
協
大
洲
本
所

【
申
込
方
法
}

郵
便
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
主
な
農
作
物
な

ど
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

{
申
込
締
切
】

平
成
日
年
8
月
白
日

ω

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

〒

7
9
5
1
8
5
0
4

大
洲
市
田
口
甲
4
2
5
1
1

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

生

活

改

善

係

官

@
4
1
2
5

平成11年度緑の募金は、市

民の皆さんの温かいご理解と

ご協力で、 1，660，516同の成果

をあげることができました。

この募金は、財団法人愛媛

の森林基金に納入され、緑化

推進活動のために利用させて

いただくことになります。

ご協力ありがとうございま

した。
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O
戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔

慰
金
(
第
七
回
特
別
弔
慰
金
)
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

一
支
給
の
条
件

第
七
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
満
洲
事
変
以
後

の
戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
で
平
成
十

一
年
四
月

一
日
現
在
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
な
お
、
第
六
回
特
別
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方
、
ま
た
第
六

回
特
別
弔
慰
金
を
請
求
せ
ず
に
時

効
消
滅
に
な
っ
た
方
は
、
今
回
の

特
別
弔
慰
金
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

二
支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
戦
没
者
一
人
に
つ

い
て
額
面
二
十
四
万
円
の
国
債
で
支

給
さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
平
成
十

七
年
ま
で
の
六
年
間
に
わ
た
っ
て
毎

年
四
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

三
支
給
の
対
象
者

支
給
の
対
象
者
は
次
の
順
位
で
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方。戦
没
者
の
子
。

戦
没
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

母
、
④
兄
弟
姉
妹
。

(3) (2) 

(4) 

ω以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹
。

ωか
ら
凶
以
外
の
戦
没
者
の
三

親
等
以
内
の
遺
族
。

四
請
求
の
期
限

平
成
十
一
年
四
月
一
日
附
か
ら
平

成
十
四
年
四
月
一
日
何
ま
で
。

五
受
付
窓
口

大
洲
市
福
祉
事
務
所

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
7
6
)

※
請
求
書
の
書
類
は
受
付
窓
口
に
あ

り
ま
す
が
、
請
求
す
る
に
は
戸
籍
謄

本
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

(5) 

ームユrn-
!I!Y.. 

・・・〆ノ，.

一
面 1-圃… 
一
一
.......，・"-・・

U) 

--

U)  

平
成
八
年
十
月
一
日
か
ら
受
付
を

し
て
い
る
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
(
第
十
八
回
特
別
給

付
金
及
び
第
十
三
回
特
別
給
付
金
)

の
受
付
締
切
が
平
成
+
一
年
九
月
三

十
日
同
と
迫
っ
て
い
ま
す
。

《
支
給
対
象
者
〉

ω平
成
三
年
四
月
二
日
以
後
、
戦
傷

病
者
等
と
結
婚
し
た
妻
ま
た
は
、

じ
後
戦
傷
病
者
等
と
な
っ
た
方
の

妻
で
、
平
成
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
夫
が
恩
給
法
に
よ
る
第
5
款
症

以
上
の
障
害
で
増
加
恩
給
等
を
受

給
し
て
い
た
方
。

ω第
十
二
回
特
別
給
付
金
国
債
、
第

六
回
特
別
給
付
金
国
債
「
ぬ
」
号

及
び
第
十
五
回
特
別
給
付
金
国
債

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
で
、
平

成
八
年
十
月
一
日
に
夫
が
増
加
恩

給
を
受
給
し
て
い
る
方
。

ω第
十
二
回
特
別
給
付
金
国
債
、
第

六
回
特
別
給
付
金
国
債
「
ぬ
」
号

及
び
第
十
五
回
特
別
給
付
金
国
債

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
で
、
平

成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
夫

が
公
務
ま
た
は
勤
務
に
関
連
す
る

傷
病
以
外
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し

た
方
。
(
特
例
給
付
金
)

※
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、ν
告

@
2
1
1
1
(
内
線
1
7
6
)

明
夏
休
み
親
と
子
の

コ
ン
サ
ー
ト

国
際
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
招
き
、
親

と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

{
日
時
}

八
月
十
一
日
同

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

m制

{
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

{
演
奏
者
}

ピ
ア
ノ
ソ
リ
ス
ト
小
川
典
子

{
演
奏
曲
目
}

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
月
光
」
ほ
か

{
入
場
料
}
千
円
(
大
人
・
子
ど
も

共
通
)
/
当
日
千
五
百
円

※
前
売
券
は
、
親
子
で
よ
い
音
楽
を

き
く
会
、
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
5
5
3
)

5 
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号

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(二

O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
域
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所
・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

36 第

募
金
活
動
を
本
格
的
に
始
動
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
洲
城
天

守
閣
の
復
元
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
そ
の
基
本

設
計
が
で
き
あ
が
り
、
復
元
の
た
め
の
概
算
事
業
費
が
十
三

億
円
と
算
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
二
十
億
円
の
事
業
費

の
う
ち
十
五
億
円
を
寄
付
で
賄
う
計
画
で
し
た
が
、
今
回
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
天
守
閣
復
元
基
金
の
目
標
額
を
五
億
円

に
修
正
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
広
く
募
金
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

目
標
額
五
億
円
の
内
訳

募
金
目
標
額
五
億
円
の
内
訳
は
、

各
世
帯
か
ら

一
億
円
、
企
業
か
ら
一
一

億
円
、
県
外
在
住
の
大
洲
出
身
者
か

ら
五
千
万
円
、
今
後
実
施
予
定
の
イ

ベ
ン
ト
行
事
か
ら
七
千
万
円
、
大
洲

市
職
員
か
ら
二
千
万
円
を
各
目
標
額

と
し
、
こ
れ
に
こ
れ
ま
で
集
ま
っ
た

募
金
約
六
千
万
円
を
加
え
、
合
計
五

億
円
と
し
て
い
ま
す
。

募
金
の
受
入
態
勢

募
金
の
受
け
付
け
は
、
現
在
大
洲

市
役
所
商
工
観
光
課
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
各
世
帯
の
募
金
に
つ

い
て
は
、
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
が

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
受
付
期
間

は
、
各
年
の
九
月
i
十

一
月
ま
で
の

一一
石
月
間
と
し
、
そ
れ
以
外
の
期
間

は
従
来
通
り
大
洲
市
役
所
商
工
観
光

課
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、

一
万
円
以
上
の
寄
付
に
は
、

藩
政
時
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い

た
大
洲
藩
の
「
藩
札
」
を
復
元
し
た

も
の
を
進
呈
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

括
で
十
万
円
以
上
の
寄
付
に
は
、

「
藩
札
」
を

「紙
ば
さ
み
」
に
貼
付

し
、
「
寄
付
の
証
」
と
し
て
進
呈
し

ま
す
。
こ
の
天
守
閣
募
金
は
電
算
処

理
を
行
い
、
名
簿
と
し
て
永
年
保
存

五
億
円
の
内
訳
図

現在の募金額

6千万円
市民のみなさまから

ι 企業・団体から

2億円-" l募金目標額|

、
1億円

5億円
.t 県外の方々から

5千万円
柄、

令
イベント収入など

7千万円市職員から

2千万円

6 



い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
役
所
の
市
民
課
窓

口
に
は
「
募
金
箱
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
募
金
箱
に
は
小
額
で
領
収
書
の

不
要
な
募
金
を
受
け
付
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
募
金
箱
を
ご
利
用
の
方
に

は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
寄
付
金
は
国
及
び
地

方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
金
に
該
当
す

る
た
め
、
税
金
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
。

V
個
人
の
所
得
税
・
:
総
所
得
金
額
な

ど
の
合
計
額
の
お
%
に
相
当
す
る
金

額
と
寄
付
金
の
額
と
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
方
の
金
額
か
ら
一
万
円

を
控
除
し
た
金
額
が
、
そ
の
年
の
寄

付
金
控
除
額
と
な
り
ま
す
。
(
所
得

税
法
沌
条
第
2
項
第
1
号
)

V
個
人
の
住
民
税
・
:
総
所
得
金
額
な

ど
の
合
計
額
の
お
%
に
相
当
す
る
金

額
と
寄
付
金
の
額
と
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
方
の
金
額
か
ら
十
万
円

d

，/

月
/
 

@ 
を
控
除
し
た
金
額
が
、
そ
の
年
の
寄

付
金
控
除
額
と
な
り
ま
す
。
(
地
方

税
法
第
別
条
の

2
第
1
項
第
5
号
の

4
)
 

V
法
人
の
場
合
・
:
該
当
事
業
年
度
の

損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
但
し
、

損
金
扱
い
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
税
理
士
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
(
法
人
税
法
第
幻
条
第
3
項

第

1
号
)

な
お
、
「
領
収
書
」
は
、
確
定
申

告
時
に
使
用
で
き
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
大
洲

城
天
守
閣
復
元
の
た
め
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企募金箱

大洲城天守閥復元寄付金領収書

大淵市収入役

会計年度 |所属諜|
領

番号 収

日

内容 大洲揖天守聞檀元事量への寄付金 2 
金 書質 、ー 民 名

円 様

下毘の金綱領収しました.

一一霊峰県大洲市一一

企領収書

※金銅.払込λの欄にご記入〈ださも、

意

書

札
一
藩

一

護

格

一

の

一

皆

様

方

に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
叩
一
日
ご
ろ
は
、
当
市
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
高
亭
乞
賜
り
感
謝
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご

…

バ
一

ざ
い
ま
す
。

一

f

-

ZE
一
さ
て
、
当
市
で
は
平
成
十
六
年
に
拍
子
え
ま
す
市
制
花
行
五
十
周
年
を
目
標
と
し
て
、
大
洲
一

d
一
成
本
丸
跡
に
史
実
に
基
づ
い
た
木
造
に
よ
る
天
守
飼
の
復
え
を
計
岳
い
た
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
四
局
四
階
の
天
守
を
持
つ
大
洲
械
は
、
安
土
桃
山
期
に
当
他
方
を
文
一

日

一
配
し
た
藤
堂
高
虎
、
或
は
徳
川
幕
府
点
、
正
後
に
入
国
し
た
脇
坂
安
治
の
時
代
に
完
成
し
た
と
一

苅
一
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
加
藤
家
六
万
石
の
居
城
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
現
存
す
る
来
方
の
台
所

一

ボ
一
格
と
南
方
の
高
欄
櫓
(
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
)
と
と
も
に
放
令
迄
結
式
天
守
群
を
構
成
し
、
一

知
町
一
城
郭
内
に
は
大
小
二
十
晶
体
を
超
す
櫓
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
…

川
一

ら
明
治
時
代
に
入
り
、
そ
の
姿
は
次
々
と
消
え
去
り
、
天
守
問
も
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

月
一
爾
来
、
幾
度
と
な
く
そ
の
天
守
閣
の
雄
姿
を
求
め
る
気
遣
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
ふ
巾
制
札
行

…

;
-
E
一
四
十
周
年
に
あ
た
る
乎
成
大
年
十
月
に
「
大
洲
城
天
守
闘
再
建
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
た
一

監
一
一

の
で
あ
り
ま
す
。
乎
点
、
f

年
五
月
、
検
討
を
重
ね
て
い
た
問
委
員
会
で
、
ゆ
え
設
文
学
者
・
エ
一

一
-u

一
学
博
士
宮
上
え
隆
氏
か
ら
え
実
に
基
づ
い
た
木
造
に
よ
る
天
守
閣
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
こ
一

引

一

と

の
報
告
が
あ
り
、
市
制
施
行
五
十
周
年
，
て
あ
る
平
成
十
六
年
を
目
指
し
て
、
大
洲
天
守
閉

…

寄

…の姑復琴快字2
尤チJ

の

…

と
名
称
を
玖
め
、
復
琴
-
尤
に
向
け
て
の
体
削
制
判
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

上

一

ロ

ハ
今
、
計
画
サ
乞
し
て
い
ま
す
琴
九
範
囲
は
、
本
九
跡
の
天
守
閣
と
現
存
す
る
台
所

・
高
欄
一

応
一
の
丙
櫓
に

つ
な
が
る
多
聞
櫓
で
す
。
幸
い
に
し
て
当
天
守
閣
は
、
古
池
図
、
写
真
が
残
っ
て
い
一

間
一
る
と
こ
ろ
か
ら
、
会
因
。
て
も
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
天
守
闘
の
一
つ
で

一

町
一

あ
り
ま
す
。

引

一

当
・
ず
で
は
、
市
氏
の
長
年
の
苗
ず
で
あ
っ
た
え
守
闘
の
復
え
を
実
現
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
…

郡
一
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
。
つ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

一

寸
一
あ
り
ま
す

。

…

企

一

つ

き

ま

し
で
は
四
万
市
氏
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
皆
様
方
に
ご
寄
付
の
お
願
い
を
中
し
…

一
上

げ

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

一

大
洲
城
天
守
閣
の
復
え
に
つ
き
ま
し
て
、
是
非
と
も
御
賛
同
を
裁
き
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
一

一
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

一

戸

】

一

去る

一

二

・
寄
付
の
目
標

金

額

五

億

円

二

・
完

成

予

定

雫

成

十

六

年

一
一
・
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
方
の
ご
芳
名
は
、
名
簿
に
記
し
て
永
久
に
保
存
致
し
ま
す
。

一
口
こ
の
寄
付
は

「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
(
金
額
が

一
万
円
を
超
え
一

る
場
ム
ロ
は
所
得
税
控
除
の
対
象
に
、
さ
ら
に
十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
所
得
税
・
住
氏
税
の
一

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
法
人
税
は
全
額
が
損
金
扱
い
と
な
っ
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
一

の
場
令
も
当
該
年
に
限
り
ま
す
。
)

一
口
ご
寄
付
は
次
の
口
座
に
ご
入
金
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
/
ロ
座
名
:
各
口
座
共
通

「
寄
付
金
一

大
洲
市
収
入
役
首
泳
拳
」
(
キ
フ
キ
ン
オ
オ
ズ
シ
シ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ
ヤ
ク
シ
ュ

ト
ウ
カ
オ
ル
)

一

-

伊

予

銀

行

大

洲

夫

応

普

通

1
6
0
2
7
2
4

・

香

川

銀

行

大

洲

夫

庖

普

通

1
1
7
1
1
0
9

一

・

愛

媛

銀

行

大

洲

え

庖

普

通

0
9
2
1
2
3
1

・
愛
国
桂
信
用
金
庫
大
洲
夫
庖
普
通

1
1
3
6
8
3

一
-
愛
国
眠
た
い
さ
農
業
協
同
組
合
本
所
普
通

5
3
2
0
4
6
7

・
愛
組
県
骨
骨
企
庫
大
洲
え
庖
普
通

3
4
9
2
7
8
3

愛

媛

県

大

洲

市

長

桝

奥

大

洲

城

天

守

閥

復

元

委

員

会

委

員

長

井

和

一

去を

回

彦

関

7 
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一

介
護
保
険

時

シ
リ
ー
ズ

告

介
護
保
険
で
は
、
介
護
が
必
要
に

串
な
っ
た
と
き

(
H
保
険
事
由
の
発
生
)
、

母
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
形
で
給
付
を

串
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時

サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分
け
て
在
宅

謁
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
分
か

謂
れ
ま
す
。

語

(在
宅
サ
ー
ビ
ス
)

語
O
訪
問
介
護

員

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
家
庭
を
訪
問

時
し
て
、
介
護
や
日
常
生
活
上
の
援
助

時
を
し
ま
す
。

E
o訪
問
入
浴
介
護

軍
浴
槽
を
積
ん
だ
専
用
の
入
浴
車
で

軍
家
庭
を
訪
問
し
て
、
入
浴
の
介
護
を

自
し
ま
す。

品

o
訪
問
看
護

申

看
護
婦
等
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、

時
看
護
の
支
援
を
し
ま
す。

E
o訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

時

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家

持
が
家
庭
を
訪
問
し
て
機
能
訓
練
を
行

語
な
い
、
日
常
生
活
の
自
立
を
援
助
し

詰
ま
す。

時
0
居
宅
療
養
管
理
指
導

員

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど

時
が
療
養
上
の
管
理
や
指
導
を
行
い
ま

告
す
。

Z
o
通
所
介
護

軍

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

申
通
所
し
、
入
浴
や
食
事
な
ど
の
提
供

自
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
O
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

車

老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な
ど

時
に
通
所
し
、

心
身
機
能
の
維
持
回
復

j

j曲

利
用
で
き
る
サ
I
ピ
ス
川
斗

一

を
図
り
日
常
生
活
の
自
立
を
援
助
し

事

ま
す
。

事

O
短
期
入
所
生
活
介
護

担

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
等
に
短
期

串

間
入
所
し
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や

号

機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

E

o
短
期
入
所
療
養
介
護

語

老
人
保
健
施
設
な
ど
に
短
期
間
入

詰

所
し
、
医
学
的
な
管
理
の
も
と
で
介

語

護
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す。

語

O
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

担

痴
呆
の
た
め
介
護
が
必
要
な
高
齢

由

者
が
、
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
介
由

護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

自

o
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

軍

有
料
老
人
ホ
l
ム
等
に
入
所
し
た

岳

高
齢
者
が
介
護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

事

O
福
祉
用
具
貸
与

申

次
の
よ
う
な
福
祉
用
具
の
貸
与
や

申

購
入
費
を
支
給
し
ま
す
。

時

貸
与
:
・
車
い
す
及
び
一
定
の
付
属

時

四
円
特
殊
要
口
及
び
一
定
の
付
属
品
・

時

樗
そ
う
予
防
用
具
・
体
位
変
換
器
・

時

手
す
り
・
ス

ロ
ー
プ
・
歩
行
器
・
歩

語

行
補
助
つ
え
・
痴
呆
性
老
人
俳
個
感

時

知
器

・
移
動
用
リ
フ
ト

詩

購
入
・:
腰
掛
弁
座
・
特
殊
尿
器
・

詩

人
浴
補
助
用
具
・
簡
易
浴
槽

E

O
住
宅
改
修

民

手
摺
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消

告

な
ど
の
小
規
模
な
住
宅
改
修
の
費
用

車

を
支
給
し
ま
す
。

事

続
き
は
次
回
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。事

曲
。
。
申
曲
由
時
A
酢
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8月3目・ 4日川まつり花火大会
恒例の川まつり花火大会を、今年も8月3日、4日の2日間

肱川|を舞台に開催します。3干発の花火が夜空を彩る大洲なう

ではの情緒を十分にお楽しみください。

川まつりの行事予定はつぎのとおりです。

惨8月3日(刈 ・}11まつり神事(住吉神社)

・花火大会(肱北河原)

・花火大会(肱南河原)

11 時~13時

20時~21時

20時~21時

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

砂8月4日(水)

世
界
は
い
ま

み
ち
は
た
い
ち
め
ん

道
を
は
さ
ん
で
畠
一

面
に

む
さ
ほ
で
な
は
な
さ
か

援
ぷ
描
山
知
坤
山
崎
菜
は
花
盛
り

眠
る
蝶
々
、
飛
ぴ
た
つ
ひ
ば
り

い
な
か
し
き
も
ん
ぶ

しょ
に
拘
か「
田
舎
の
咽
津
」
は
い
よ該
部

省
唱
歌
と
し
て
、
明
治
か
ら
昭
和
に

す
う
ね
ん
カ
ん
ぜ
ん
こ
く
し
た
ι

i

か
け
三
十
数
年
間
、
全
国
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。
周
治
掴
川
町
一
ねト
注一
つが〔一

沈

O
八
年
)
に
、

旧
制
大
洲
中
学
の
固

と
き
ょ
う
し
ほ
り
さ
わ
ち
カ
や
す
せ
ん
せ

語
犠
師
、
堀
沢
潤
安
先
生
が
大
洲
の

風
景
を
も
と
に
作
詞
し
た
も
の
で
す
。

ち
と
こ
ろ
で
い
に
議
切
ん加
か
初
の

地
立
見
れ
冶
什
夜
カ
橋
岨
辺
川
喋
大

洲

一
帯
の
変
貌
ぶ
り
は
目
を
見
張
る

お
お
カ
た

浩
一
の
が
あ
り
ま
す
J

決
型
ス
ー
パ
ー
、

こそ
I
-
f

え
し
カ
治
人
丈

工
場
、
ホ
テ
ル
λ

映
画
館
な
ど
が
立

な

V

こ
、
っ
そ
く
と
、
つ
ろ
こ
、
つ
じ
す
す

ち
並
び
、
高
速
道
路
の
工
事
も
進
ん

と
う
じ
じ
よ
う
け
い

で
い
ま
す
。
こ
の
歌
の
当
時
の
情
景

も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

き
ゅ
う
げ
き
へ
ん
か

た
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
は、

こ
こ
大
洲
だ
け
で
な
く
全
国
い
た
る

と
亡
‘
乃
で
見
ら
れ
ま
す
。

セ
カ

U

世
堺
時
大
き
く
変
わ
約
ま
し
的
。

一一
十
世
紀
ほ
ど
世
界
が
激
し
く
揺
れ

動
き
変
貌
し
た
地
細
川
山
吐

p
d一唱
わ

れ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
が
進
歩
し
ー

さ
人
き
ょ
う
は
ヨ
丈
っ
せ
し
カ
つ
こ
う
?
っ
し
ゆ
だ
ん

直
撲
部
発
湾
凡
人
生
活
も
交
通
手
段

も
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
。

は
ん
め
ん
と
た
い
せ
ん

そ
の
奴
摘
い
ん仁
広
伊
措
罪
伏
戦
を

は
じ
め
民
族
紛
争
じん
伏
量
殺
裁
そ
札

一
一
九
大
声
難
」同
点
な
化
吠
類
に
と
っ
て
不

幸
な
出
来
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

8 
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人
権
と
同
和
教
育

し
や
か
い
ゆ
た

かげ
ま
た
ん
た
社
会
の
進
渉
と
控
か
さ
初

穂
で
い
ん開
ゆ
え
花
し明
司将
来
を
脅
か
す
探

測
な
問
題
も
続
出
、し
て
い
、ま
す
。t
公

カU
A

刀人きょう
MB
カ
し
ゃ
く
す
し

害
い
、
コ
え
問
題
ゾ
環
境
破
壊
、
薬
害
、

1

Jく
i

f

2

凶
悪
犯
罪
と
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り

が
な
炉
ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
難
問
題
は
す
べ
て
二
十

一
世
紀

に
持
ち
越
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
状
況
に
あ
っ

な

ん

き

ほ

う

て
も
、
人
々
は
何
と
か
将
来
に
希
望
とりょく

を
見
い
だ
そ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
努
力

抗日
付
有

C

4
M

』
』

そ
重
ね
て
い
ま
す
O

世
界
は
過
去
の

h

カ
犬
U

け
人
き
ょ
う
く
ん
じ
ん
け
ん

苦
い
体
験
を
教
訓
と
し
て
、
「
人
権

カ
く
り
亡
せ
人
こ
、
つ
ふ
く

の
確
立
」
た
将
全
払
類
が
幸
福
に
な

け
白
み
め
の
枇
γ
一
の
鍵
で
あ
る
と
い
う
、

一
致
し
た
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
怠
ま
し
た
。「
火
権
教
育
の
た
め
の

こく
れ

人

う

こ

国
連
十
年
」
の
動
き
も
、
そ
の
あ
ら

わ
れ
の
一
つ
で
す
。
あ

か

す

人
権
が
議
立
九
民
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
を
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ツいま

チ
し
て
い
く
た
め
に
じ
諒
た
ち
が
今

な
す
べ
き
こ
と
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
位
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

を
解
決
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

じぶん

か
、
み
ん
な
で
考
え
、
自
分
で
で
き

こ、つど
、つ

る
こ
と
か
ら
行
動
に
、
つ
つ
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
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守主島 四国横断自動車道の本線工事始まる

四国横断自動車道宇和 大洲聞の道路本体工事ガ長谷の四度替
地橋で始まり、安全祈願祭ガ行われました。建設省大洲工事事務所、
市、地元関係者ら50人ガ出席。市長らがくわ入れして工事の無事完
成を祈りました。

@きあ 排水ポンプ車 初出動/

/ 

今年4月に建設省大洲工事事務所に配備された排水ポンプ車ガ初
出動し、増水した都谷川の排水作業を行いまレた。約3時間にわたっ
て毎分60トンを排水 (計約 1万トン)、 水位の上昇を抑えました。

。

• 

子ども藤縄神楽(ほたるまつり)

恒例の柳沢ほたるまつりガ開かれました。会場となった柳沢小学校
グラウンドには大勢の人ガ詰め力、け、地元小学生たちの I子ども藤縄
神楽Jを皮切りに、僚々な催しで盛り上がっていました。

守主う 土砂災害危険箇所をチ工ツク/

土砂災害防止月間の一環として、大洲土木事務所、警察署、消防
署、建設課職員らが、平野 ・大川 ・徳森地区のかけ崩れ土砂災害危
険箇所をパトローjししました。

さ② 初めて田植えしたよ

大洲市青年農業者協会とJAたいきオズクリーンガおB植え祭を
開催しました。家族連れら約100人ガ参加、足をとられて悪戦苦闘し
ながら、田植えの難しさ・楽しさを体験しました。
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農業委員選挙の投票日は

9月5日(日)

自衛官等採用試験のお知らせ

自衛隊大洲募集事務所では、今年度の自衛官等採

用試験(高校卒業程度)の申し込みを受け付けます。

大
洲
市
農
業
委
員
会
委
員
は
、
九
月

二
十

一
日
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
で
す
。

こ
ん
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

O
農
業
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
農
家
の

利
益
を
守
る
人
。

O
人
格
が
円
満
で
、
し
か
も
正
義
感
が

強
く
公
正
な
人
。

O
実
行
力
に
富
み
、
す
べ
て
の
仕
事
に

積
極
的
に
取
り
組
む
人
。

【
選
挙
の
日
程】

V
投
票
日
時
九
月
五
日
(
日
)

午
前
七
時
j
午
後
八
時

V
告
示
日
八
月
二
十
九
日
(
日
)

V
立
候
補
届
出
説
明
会

八
月
十
七
日

ω
午
前
十
時
j

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
立
候
補
届
出
の
日
及
び
場
所

八
月
二
十
九
日
制

午
前
八
時
三
十
分
j
午
後
五
時

募集種目 受付期間

自主 ヲニE句 ザ.，;gー. 生

一般曹候補学生
8 月 2 日 ~9 月 10 日

草Eヨ笛 イ長 補 士

二等陸・海・空士(女)

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生 9 月 14 日 ~10月 13 日

看護学生(女)

二等陸・海・空士(男) 年聞を通じて実施

砂問い合わせ先

自衛隊大洲募集事務所ft@4123または大洲市役所

市民課(窓口)まで。

-
第

一
選
挙
区

・
第
二
選
挙
区

.
第
三
選
挙
区

・
第
四
選
挙
区

.
第
五
選
挙
区

【
選
挙
区
と
委
員
定
数
}

-
第

一
選
挙
区
(
大
洲
)

五

人

・
第
三
選
挙
区
(
平
野
、
南
久
米
)
三
人

・
第
三
選
挙
区
(
菅
田
、
大
川
)四
人

・
第
四
選
挙
区
(
柳
沢
、
新
谷
)四
人

・
第
五
選
挙
区
(
三
善
、
粟
津
、
上

須

戒

)

一

一一人

合

計

十

九
人

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
。

合

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
5
)

、一一一一~一一一-

大
洲
市
役
所

二
階
大
ホ

l
ル

O
中
村
・
常
磐
町
の
全
区

O
若
宮
(
新
町

1
・
2
・
3
、
堀
の
内

1
・
2
)

O
徳

森

(
中
山
東
、
城

1
・
2
・
3
、

野
田
、
土
肥
、
野
久
保
)

O
南
久
米
地
区
、
菅
団
地
区
、
大
川
地

区
※
該
当
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
た
い
へ

ん
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

次
回
の
も
や
す
ご
み
の
日
に
出
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。保

険

環

境

課

図書館

八
月
新
刊
案
内

「大
破
局
」
の
真
実

K
・ラ

l
セ
ン
著

私
の
知
ら
な
い
「
わ
た
し
」
海
原
純
子
著

洗

脳

ご

っ

こ

藤

井

康

宏

著

神

社

ふ

し

ぎ

探

検

外

山
晴
彦
著

好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
沖
縄
の
離
島

下
川
裕
治
編

え
ひ
め
の
あ
そ
び
場

え
ひ
め
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

勝
つ
の
は
お
金
か
マ
ル
ク
ス
か
郎
、
水
漢
著

明
日
を

診

る

堺

屋

太

一f
者

学

級

崩

壊

朝

日
新
聞
社
会
部
著

自
立
す
る
力
を
育
て
る
教
育
鈴
木
由
美
子
著

日
本
の
若
者
の
弱
点
中
里
至
正
・
松
井
洋
著

学
校
の
失
敗

向
山
洋

一
著

「
小
言
」
の
い
い
方

小
林
道
雄
著

花
の
文
化
誌
小
林
忠
雄
・
半
田
賢
龍
著

い
い
「
い
い
か
げ
ん
」
が
脳
を
若
く
す
る

高
田
明
和
著

足
の
痛
み
と
変
形
を
治
す
本町
田
英

一
著

生
態
系
と
地
球
環
境
の
し
く
み
大
石
正
道
著

安
全
な
食
べ
か
た
新
常
識
増
尾
清
箸

暦

の

か

ら

く

り

岡

田

芳

朗

著

お
菓
子
は
人
を
し
あ
わ
せ
に
す
る

高
木
雅
美
著

ミ

セ

ス

の

旅

行

着

小

杉

阜

苗

著

園

芸

救

急

箱

小

笠

原

亮

著

さ
し
木
・
つ
ぎ
木
・
取
り
木船
越
亮
二
著

塚
田
正
夫
著

川
口
邦
雄
著

大
貫
義
人
編

塚
田
詰
将
棋
代
表
作

自
然
派
写
真
読
本

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
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迷
わ
ず
話
せ
る
フ
ラ
ン
ス
語小
倉
博
史
著

古

典

の

文

箱

田

辺

聖

子
著

五
七
五
松
任
谷
由
実
選
集

フ
ジ
テ
レ
ビ
出
版

町
キ

リ

コ

の

贈

り

物

矢

幡

洋

著

新

宿

流

恨

森

詠

著

千

里

眼

松

岡

圭

祐

著

血
ダ
ル
マ

熱

響

堂

新

著

イ
ン
ト
ウ
ル

l
ダ
l

高
嶋
哲
夫
著

安

楽

病

棟

帯

木

蓬

生

著

ロ
ス
ト
ワ
ー
ル

ド

林

真

理

子

箸

眼

鏡

屋

直

次

郎

ね

じ

め

正

二

者

草
葬
枯
れ
行
く
上
・
下

北
方
謙
三
著

縮
尻
鏡
三
郎

上

下

佐

藤

雅

美

著

首

相

官

邸

渡

辺

乾

介

著

な
た
ぎ
り
三
人

女

群

ょ

う

こ

著

宙

返

り

上

・

下

大

江

健

三
郎
著

パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
来
た
少
女大
石
直
紀
著

エ

リ

コ

谷

甲

州
著

そ
し
て
帝
国
は
消
え
た
落
合
信
彦
著

二
進
法
の
犬

花
村
蔦
月
著

草
原
の
椅
子
上
・

下

宮

本

輝

著

柔

ら

か

な

頬

桐

野

夏

生

著

い
よ
よ
華
や
ぐ
上
・
下
瀬
戸
内
寂
聴
著

母

業

失

格

井

上

朝

子

著

第
四
の
母
胎

S
・
ポ
テ
イ
ン
ジ
ャ

1
著

忍
び
寄
る
牙

R
-
B
・パ

l
カ
l
著

グ
リ
ム
童
話
の
な
か
の
ぞ
っ
と
す
る
話

金
成
陽
一
著

八
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「矢
野
玄
道
と
国
事
犯
事
件
」

講
師

澄
田
恭

一
先
生

日
時

8
月
お
日
同

ヘ、7
n

u

l
l
-ょ

nU
J

f

{

k

司
υ
41
1
i

qυ

、

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
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教
育
相
談
の
ご
案
内

大
洲
市
就
学
指
導
委
員
会
で
は
、
発

達
が
気
が
か
り
な
子
ど
も
の
た
め
に
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
就
学
や

入
学
後
の
学
校
生
活
に
不
安
が
あ
る
」

「入
学
を
希
望
す
る
学
校
を
参
観
し
た

い
」
「
適
切
な
治
療
及
び
教
育
機
関
を

さ
が
し
て
い
る
」
「
家
庭
で
の
療
育
に

助
言
が
ほ
し
い
」
こ
の
よ
う
な
内
容
に

市
内
の
小
中
学
校
教
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
大
洲
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
包
@
2
1
1

1

(内
線
5
4
0
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

時
短
ゆ
と
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中
l
・

遇
休
二
日
、
連
続
休
暇
、
残
業
時
間

削
減
な
ど
時
短
(
労
働
時
間
短
縮
)
も

進
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の
身
近
な

職
場
、

町
中
、

家
庭
、
行
楽
地
な
ど
で

「
時
短
で
生
ま
れ
た
ゆ
と
り
の
姿
」、

「春
夏
秋
冬
の
ゆ
と
り
の
姿
」
を
写
真

で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
。

【内
容
】

-
週
休
二
日
、
連
続
休
暇
、
残
業
時
間

削
減
な
ど
で
生
ま
れ
た
「
ゆ
と
り
」

に
つ
い
て
の
社
会
性
、
生
活
感
に
あ

ふ
れ
た
写
真
。

-
大
き
さ
は
四
つ
切
り
、

一
人
2
点
ま

で
と
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

-
平
成
日
年
4
月
以
降
に
撮
影
し
た
カ

ラ
ー
ま
た
は
白
黒
写
真
で
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【応
募
資
格
}
愛
媛
県
在
住
者

【問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

〒

7
9
0
1
0
0
6
7

松
山
市
大
手
町
1
1
1
1
6

第

2

中
央
ピ
ル

3
階

愛
媛
労
働
基
準
協
会
連
合
会

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
8
0
8

9
・
9
2
1
・
7
0
3
3
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
た
で
も
入
学
で
き
、

l
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【募
集
学
生
】

O
全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目
指
す
学
生
)

O
選
科
履
修
生

(1
年
間
在
学
す
る
学

生
)

O
科
目
履
修
生

(
6
カ
月
間
在
学
す
る

学
生
)

【出
願
受
付
】

平
成
日
年
8
月
日
日
間
ま
で

【資
料
請
求
・

問
い
合
わ
せ
先
】

干

7
9
0
1
0
8
2
6

松
山
市
文
京
町
3
番

愛

媛

大

学
内

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
3
・
8
5
4
4

※
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
T
V
/
テ
レ

ビ
2
0
5
c
h
・
ラ
ジ
オ

5
0
0
c
h

障
害
者
雇
用
継
続

助
成
金
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
。

事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
後
に
労
働
災

害
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
身
体
障
害

者
と
な
っ
た
労
働
者
(
い
わ
ゆ
る
中
途

障
害
者
)
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
た
め

に
必
要
な
施
設
の
設
置
、
職
場
復
帰
を

促
進
す
る
た
め
に
職
場
適
応
措
置
な
ど

を
実
施
し
た
事
業
主
に
対
し
て
費
用
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

V
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成

金
〈第
l
種
〉

施
設
や
設
備
の
設
置
な
ど
に
要
す
る

費
用
の

2
/
3
(
限
度
額
は
、
障
害
者

l
人
に
つ
き
4
5
0
万
円
)

《
第
2
種》

施
設
や
設
備
の
賃
借
に
要
す
る
費
用

の
2
/
3
(
限
度
額
は
、

中
途
障
害
者

1
人
に
つ
き
、
月
額
日
万
円、

3
年
間
)

V
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金

(
短
時
間
労
働
者
の
重
度
身
体
障
害
者

及
び
必
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
を
含
む
)

障
害
者
l
人
に
つ
き
、
月
額
3
万
円

(
短
時
間
労
働
者
2
万
円
)
3年
関

※
障
害
者
を
新
規
に
一履
い
入
れ
、
ま
た

は
継
続
し
て
雇
用
す
る
場
合
に
も
各
種

の
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
間
愛
媛
県
障
害
者
一
雇
用

促
進
協
会

8
0
8
9
・
9
3
1
・
7
1

3
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
人
波
聖
子
グ
ル
ー
プ
展

7
月
幻
日
ω
1
8
月
8
日
間

V
大
洲
高
等
学
校

美
術
部
・
写
真
部
作
品
展

徳 森設 備

ft25-4023 

滝田商庖

合 25-0901

(有) 丸 電工業

まま 24-5 3 5 1 

西 田 水道庖

ft26-0265 

備)三原設 備

ft24-3783 

淳 山水道工事庖

ft24-2583 

(有)いの水道設 備

ft24-2216 

伊予屋住設

ft24-2541 

惰)内田電気水道設備

まま 25-2858

岡福水道工事庖

会 24 -3 656 

(有)オ クダ設 備

合 25-4107

大塚鉄工 所

ft25-0300 

(槻西田興産

ft25-0211 

神 南設 備

ft25-4684 

中央設備制

会 24-3556

久 保 鉄工所

ft26-0537 

(有)神 田鉄工所

ft24-4122 

(有)菊地浄イけ曹センター

ft25-2745 

8月1日(日)

8月7日出

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
、
平
成
日
年
度
第
2
学
期
(
叩
月

授
業
開
始
)
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
た
視

聴
覚
学
習
で
、
四
歳
以
上
の
人
な
ら
ど

8月8日(日)

8月14日出

8月15日(日)

8月21日出

8月22日(日)

8月28日出

8月29日(日)

8
月
刊
日
ω
1
8
月
詑
日
間

v
c
o
o
pえ
ひ
め

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
作
品
展

8
月
白
日
ω
1
8
月
却
日
同

※
展
示
時
間
叩
時
j
げ
時

最
終
日
は
同
時
ま
で
。

-
ハ
ン
ギ
ン
グ

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

コ
ン

テ
ナ
ガ

1
デ
ニ
ン
グ
講
座
を
9
月
4
日

出
・

5
日
同
の
両
日
、
日
時

1
日
時
に

開
講
(
実
費
必
要
)
し
ま
す
。
詳
し
い

講
座
内
容
ま
た
希
望
者
は
、
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
(
包
@
1
2
8
1
)
ま
で
。

8月は道路をまもる月間
札1い道を歩けば軽い 靴の宣|

月末までの

大洲市内の交通事故

6 

6月末現在 昨年同期

件 数 124 159 

負傷者 162 198 

死者 2 
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相
談
ご
と
案
内

'99 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

{
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

8
月
9
日

回

目

時
j
日
時

場

所

市

役

所

2
階
会
議
室

日
時

8
月
初
日
幽
叩
時
j
日
時

場

所

市

役

所

3
階
会
議
室

【
人
権
相
談
}
(
法
務
省
)

日
時

8
月
日
日
開
叩
時
j
日
時

場
所
平
公
民
館

日
時

8
月
四
日
同
日
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
役
所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
は
法
務
局
包

@
4
1
5
5

ま
で
。

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

包
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

j
ロ
時
、
日
時
j
同
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

広報おおず

保健センターだより
合 23-0310

・乳幼児健康診査・

8月3日ω 平成11年3月生※
8月17日(刈平成10年 1月生

8月24日ω 平成8年7月生
受付時間 13:00~13:30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

|休日|急|患|診|療|
8月1日 菊原外医院(若宮)

(日) ft24-4646 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月8日 石村整形医院(若宮)

(日) ft23-5767 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月15日 大洲記念病院(徳森)

(日) 含25-2022

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月22日 村上医院(常磐町)

(日) ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

8月29日 郷緒小医院(西大洲)

(日) ft24-3936 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

{平日夜間の急患]

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中則前院(東対ト1)

ft24-4551 

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

{
行
政
相
談
}

(
総
務
庁
)

日
時

8
月
四
日
嗣

9
時
l
ロ
時

場

所

市

役

所

2
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
宮
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
念
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
}

日
時

8
月
5
日
刷
、
四
日
嗣

日
時

i
m時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館

8
@
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

8
月
日
日
同

+10力月児育児相談・

8月2日(月) 平成10年10月生

受付時間 9 :30~ 10:00 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パ;スタオル

宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
l
九
包

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

念
@
町
内
肘
品
M
V
ロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日

8
時
却
分

i
u
時

8
@
日
μ
円
心

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
保
健
所
各
種
相
談
}

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

場
所

9
時

i
m時

月-火曜日

木~日曜日

日曜水

日
時
j
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

日
時
j
日
時

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

u
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

8
月
四
日
同
日
時
i
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児
(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
包

@
3
1
6
5

.健康相談・栄養相談.

8月23日開)

10:00~ 12:00 、 13:00 ~ 15:00

実施場所総合福祉センター2階

持参品健康手帳(予約制)

4・成人病・がん検診のお知5せ+
①成人病検診・結核検診・肺がん

検診・胃がん検診・大腸がん検診

②婦人がん検診

く①の検診〉

8月4日(水)・ 5日(木)八多喜連絡所

8月18日(水)・19日(対南久米連絡所

8月25日(水) 農村活性化センター

〈①友び②の検診〉

8月26日休) 柳沢連絡所

8月31日ω 平公民館

受付時間は、健康チェックカレ

ンダーをご覧ください。

各種検診を申し込まれている人

には「問診票Ji検査容器Jを事
前にお配りしますので、必要事項

を記入の上、ご持参ください。

年 1回は、家族みんなで検診を

受けましょう/

10 ・ 00~ 12:00

13:20~ 14:20 

15:00~16:30 

献血のお知らせ
採血車が巡回し

ますので、ご協力 よr~

をお願いします。mi燐

じ叡室¥りゅうじんくんのそこが知りたい住宅防火Q&A

噂拶
Q なぜ、天ぷら油で火災になるの?

8月5日岡

市立大洲病院

大洲郵便局
アイノTックス

A.天ぷら油による火災は、天ぷらを揚げている時に
コンロのそばを離れることによって起こることが多
いのです。天ぷら油は温度が3600C前後になると、油
自体が発火して燃え上がります。電話や来客でコン
ロのそばを離れるときは、必す火を消しましょう。
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